
BOOK SAMPLE  ©Kurosio Publishers

 　まえがき　 iii

まえがき

筆者はここ数年、日本のポピュラーカルチャーのディスコースを中心に分析し
てきた。本書は、それら一連の研究を通して浮かび上がってきた「言語行為をす
る主体、つまり話者とは何か」というテーマを追うものである。分析にあたって
キャラクターとキャラという概念を応用し、その言語使用をキャラクター・ス
ピークとして日本語表現を分析する。より根本的には、考察の対象となるディス
コースの言語現象から日本語における主体・話者という概念に迫り、ひいては言
語行為をする私達自身を理解しようとする試みである。
本書では、ライトノベル、ケータイ小説、テレビ・ラジオのトーク番組、テレ
ビドラマ、少女マンガという五つのジャンルのデイスコースを分析の対象とす
る。特に焦点を当てるのは、言語のスタイルを含むバリエーションである。具体
的には、会話分析で明らかになった会話行為やストラテジー、社会言語学や語用
論のテーマである方言やジェンダーを想起させるバリエーションやそのシフト、
談話研究のテーマと関連するモノローグやレトリックの綾、などの諸相である。
本研究では、これらの言語表現が根源的には私達の自己表現や演出のツールとし
てあり、話者がアクセスできるリソースに他ならないという見方をする。そして
脱デカルト的視点のもと、言語行為を主体的にしかも状況や必要性に応じて使い
分ける重層的なパフォーマンスとして理解し、話者をその複合性という概念で捉
える。話者についての問いかけは、我、自己、自分という永遠の哲学的テーマに
繋がっており、筆者はその探求態度を「話者の言語哲学」と名付けたい。
私達は同一の話者が同一の会話で複数のキャラを演じ分けたり、ある特定の場
において異なった個性を強調したり、他者のイメージに瞬時に乗り移ったりする
現象を目の当たりにする。一般的に「キャラを演じる」とか「キャラが違う」と
言われている現象を含め、いろいろな話者のイメージが混在する現象とは何なの
だろうか。一方、私達は言語のバリエーションのステレオタイプを逆手にとっ
て、話者のある側面を強調したり、補足したり、隠したり、さらにエンターテイ
ンメント効果を狙って意図的に使ったりする。
確かに一貫して一定の視点から語るディスコース（例えば法律の言語など）も存
在する。しかし、今多くの日本人に消費されている日本語文化は、実に多種多様
のバリエーションに彩られている。少なくとも、大衆に支えられた言語の主体と
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しての話者とは、通常考えられているよりはるかに複雑で流動的な存在である。
もはや、従来のアプローチのみでは、日本の言語文化の状況を充分説明できない
という焦燥感に駆られる。
本書では、話者の根源を日本の哲学や宗教が前提とする絶対無の空白の場所に
おける自己と認識し、それを埋める複数のキャラクターやキャラとして多重的・
流動的な存在として捉えていく。自己が解放されているからこそ、そこには多く
の話者が具現化し、バリエーション豊かな表現を通して複数の話者が登場するの
である。
日本語学の観点から言えばこの立場は、主語的論理から述語的論理へのシフ
ト、命題よりモダリティ・陳述の重視、日本語に観察されるいわゆる主観性・間
主観性の問題などに繋がる。ただ、従来の研究の多くは日本語の文法を中心に論
じてきており、談話上のスタイルや言語のバリエーションという問題と充分関連
付けられていない。本研究では、この問題意識に基づいて筆者の場交渉論、ト
ピック・コメントという軸、パトス的な言語としての日本語、などをヒントとし
ながら、懸案として残されている話者の正体を直視していきたい。
本書でテーマとする話者とは私達自身であり、それは定着し孤立した我として
存在するわけではない。日々の瞬間を重ねながら、私達は変動する自分を表現し
演じ続ける。それはキャラクター・スピークとしての言語を利用することで可能
になり、そのプロセスで複数のキャラクターやキャラが設定される。この意味
で、言語は私達にどんな自分をも創り得る力を与えてくれる。自分はひとつでは
なく、ましてや社会によって規制されるのではなく、揺れ動く複数の側面を持っ
ている。そこに認められる話者の複合性は、私達がひとつの固定された自己とい
う息苦しさから逃れ、自由になることで救われることを可能にする。本書で展開
する話者複合論は、がんじがらめになった自分ではなく、社会に拘束されつつ
も、それを打ち破って幾つもの自分を生きることを可能にする世界を提供する。
西欧の学問は、ともすると独我論に陥りがちであった。明治以降の学校文法の
不自然さは言うに及ばず、理論言語学や認知言語学にしてみても、日本語にうま
く応用できない点があるにも関わらず、世界に共通する学問として提唱され、ま
た、日本の学識者達もそれをそのまま受け入れてきたように思う。例えば関連性
理論という分析の枠組みを紹介がてらそのまま受け入れ、それが日本語にいかに
応用できるかを示すことが学問だと考えている風潮がなきにしもあらずである。
現在、このような過ちを認め、例えばEmancipatory Pragmaticsなどのアプロー
チが提唱されているが、その日本語を含むプロジェクトにおいても、むしろ膨大
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な日本の学問を軽視しがちである。従来日本で成されてきた伝統的な学問を無視
し、あたかも新しい学問として紹介するという片手落ちの研究態度が見え隠れす
る。未だに日本・日本語から説得力のある理論を発信することが充分に成されて
いないことを考えると、日本と西欧の両者の学問の流れを振り返りながら前進す
るという作業の必要性と緊急性が大きく浮かび上がる。
筆者は本研究で話者という概念にチャレンジするため、西洋と日本の伝統を取
り入れ、言語哲学のアプローチを試みる。筆者は他の学者の理論や分析の枠組み
をそのまま従順に受け入れるのをよしとせず、過去の研究においても西洋の言語
研究の主流に常に疑問を投げかけてきた。言語学者が勝手に作り出す例文をデー
タとしていたのに対し、言語の実際を分析することの重要性を指摘し、書き言葉
中心であった言語分析を実際の話し言葉を分析する会話分析に導き、同時に文と
いう単位を超えた談話としての言語を見つめてきた。言語の規則や慣例を逆手に
とった自由な言語表現に焦点を当てたり、会話におけるノンバーバル記号や、ポ
ピュラーカルチャーのディスコースにおけるビジュアル記号を無視しない立場を
とってきた。理論の枠組みに関しては、なるべく広く西洋と日本の先行研究を参
考にしてきた。そして独自の言語理論を打ち立て、分析・考察してきたが、本研
究でさらにそれを深めたいと思っている。
この作業は日本語による日本語の分析というしごく日本的なものである。分析
するデータは日本語ならではの特殊な言語文化の財産として存在する。そして、
今、筆者が書き綴っている日本語という言語は単なる言語現象ではなく、その言
語を含む社会や文化が存在し、その深層には日本・日本語的な我・自己・自分の
概念が潜んでいる。本研究はそのような知のコンテクストで生まれたものであ
り、その誕生は運命的なものであるかもしれない。
しかし筆者は、日本の言語文化という特殊な現象を課題としていても、いやそ
うだからこそ、それを広く深く追求することで、言語の普遍性に繋げていくこと
ができると考えている。複数の知のあり方が、インターネットを含む様々なメ
ディアを通してグローバルな舞台で競われる時代が到来した昨今であればこそ、
日本と日本語を出発点とする研究が何らかの答えを提供することができるように
思う。本研究の話者複合論に代表される言語哲学の立場は、従来の言語理論を覆
すことになり、それはある意味危険な作業であるかもしれない。しかしそこに学
問のオリジナリティが隠されているのであり、それこそが、日本・日本語から世
界に向けて発信できる新しい知の姿のひとつになり得るのではないかと思う。
本書には日本の、特にポピュラーカルチャーとしての言語文化を彩る多くの
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ディスコースが登場する。これらの言語現象は、従来の日本語の使用をはるかに
超えた創造的なエンターテインメントとして現存する。本書で分析する作品の制
作に関係した多くの方々、作者の方は言うまでもなく、ラジオやテレビ番組に登
場する俳優、タレント、監督、プロデューサーの方々に感謝の意と尊敬の念を表
したい。ポストモダン社会の日本では、研究者が注目せざるをえないような興味
深い言語文化が日々制作され続けている。今、日本の言語文化を彩る作品群は、
多数のメディア関係者の方々による努力の結晶なのであり、分析する立場にある
研究者としてそのデータに真摯に向き合っていきたい。
なお、筆者のポピュラーカルチャーの分析で、最近の拙著には『ライトノベル
表現論　会話・創造・遊びのディスコースの考察』（明治書院2012）、『ケータイ
小説語考　私語りの会話体文章を探る』（明治書院2014）、及びFluid Orality in 

the Discourse of Japanese Popular Culture（Amsterdam: John Benjamins, 2016）があ
るので参照されたい。本書は日本語で綴ったものだが、外国語としての日本語を
読む研究者が増加している昨今、日本語で書かれた本書も、ポピュラーカル
チャーの多くの作品がそうであるように、より広いコンテクストで読んでいただ
けるのではないかと思う。
本書の出版にあたり、くろしお出版の斉藤章明さんに大変お世話になった。筆
者は1993年に出版された『会話分析』以来、くろしお出版さんにお世話になり
続けている。言語学、日本語学、日本語教育学は、学問領域のすべてがそうであ
るように、大きく変化しているが、常に筆者の学問上の冒険をあたたかく受け止
めてくださるくろしお出版の皆様に感謝いたします。

2016年夏　　　　　　　
ニュージャージー州にて
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第1章

話者という根本問題と言語哲学

1.1.　話者について問う意味：話者複合論へ

私達は言語を通して他者と繋がっている。その他者とのインターアクショ
ンにおいて、相手が直接目の前にいる時もいない時も、私達は言語の主体と
して機能する。この言語の主体をここでは広く「話者」という表現で捉えた
い。話者は言語行為に従事する者という意味で、書き言葉も話し言葉も含
み、言語が談話として実際に使われる時に具現化する。そして、話者も他者
も一貫した個として存在するわけではなく、流動的で可変的であることにも
留意しておきたい。話者は言語理論ではその存在意識が薄く、多くの場合議
論されることのないまま、何らかの方法で文を作ってそのまま発話する人、
といった主体性のない存在として捉えられてきた。筆者は話者を根本的に
は、創造的に言語行為に参加し複数の自分を演じる者として捉えたい。
話者の行為は一種のパフォーマンスとして理解することができるのだが、
そのパフォーマンスを通して、私達はいろいろなイメージとともに自分を提
示する。その瞬間、私達は「言語の主体」としてそのような自分を生きてい
る。確かに言語を通さない直感というようなものもある。例えば自然の美し
さに心が洗われた時とか、深い愛情や友情に感動した時など、言葉にならな
い感情が押し寄せることもある。しかし、その時でさえ、感情の種類や程度
は言語を基盤としたイメージを通して経験することが多い。そして私達が日
常生活で経験する「私」という意識は、何らかのコミュニケーション、それ
も相手とのインターアクションを通して、しかも言語を媒介とした思索や情
意を通して、具体化することが多い。
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第2章

西洋における主体と話者の捉え方

2.1.　対立し続ける立場

2.1.1.　デカルトとHume

話者という研究課題は、「我」や「自我」の概念を追求する哲学と関係し
てくる。西洋哲学では我や自我の問題は古代からの懸案であり、特に近代
ヨーロッパの哲学では最大の課題であった。具体的にはデカルト主義、そし
てその解体という流れとして、哲学的考察の中心を占めてきたと言える。つ
まり、思索を通して確立した我を前提にした世界の構築を唱えるデカルト
と、そのような我の概念を否定し、経験を通して変容する世界における感じ
る者と経験する者としての可塑的な我を唱える立場との対立が始まったので
ある。
デカルトが「我思う、故に我あり」という命題に至ったのは17世紀初頭で

ある。人間の思索は過ちに満ちているかもしれないが、そう考える行為こそ
が、自分が存在する証であるという哲学の根本原理である。自我は外界から
独立して、それ自身で存在する実体として捉えられた。自分の思惟を唯一の
証とし、それを世界の一切を秩序付ける超越的意識に昇格させたのである。
デカルトはその代表作 Meditations on First Philosophy（Descartes 2001

［1901］）の最初の省察で、哲学における第一段階は懐疑であり、哲学的探求
は従来の見方や知識を疑うことから始めるべきだと説く。そして次にCon-

cerning the nature of the human mind: That the mind is more known than the 

bodyという項目のもと、次のように述べている。
私は、先にこの世には何も存在しないという（懐疑的な）結論に達し
た。空も、大地も、精神も肉体も、何もないという考えに達した。そ
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第3章

話者と日本の文脈

本章では、話者という概念が、日本の社会・文化の中でどのように理解さ
れてきたかを顧みながら、筆者の立場への導入としたい。このテーマについ
ては日本で多くの思索が繰り返されてきたのだが、哲学、文学、社会学、心
理学などの広範囲の学問分野に及ぶ膨大な文献を紹介することは不可能であ
り、また有益でもない。それらの中から、筆者の話者の考察に深い関係のあ
るものを選び、限られた考察に触れるのみとする。また、日本の学問と言え
ども、その多くが西洋の学問の影響を受けていることもあり、前章で扱った
学問の動向に挑戦したり同調したりする研究を選んだ。
具体的には、西田幾多郎、宮沢賢治、平野啓一郎、の思索を取り上げる。

この組み合わせは一見無作為な印象を与えるかもしれないが、三者ともその
論述の中で、反･脱デカルト主義の立場をとっているという共通点がある。
また、哲学者の論考、詩・童話作家の作品、小説家の新書としてのエッセイ
という従来の言語学研究からは除外される分野の研究や創作の中に、幾つか
の新鮮なヒントが隠されているのではないかという筆者の冒険心もある。
加えて本章では、話者と相手との関係を特にテーマとする幾つかの研究を

も簡単に振り返る。その中には、哲学者の思索のみならず、社会学や心理学
的なアプローチにおける複数の話者についての研究が含まれる。本章で選ん
だ学者達の考察は、それぞれ目的は異なっているものの、すべてが西洋の近
代的自我に直面し、それを超える立場をとっている。このような知の潮流
は、筆者が考えている話者複合論に矛盾せず、加えてキャラクターやキャラ
という概念への応用を可能にしてくれる。
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第4章

キャラクター現象： 
キャラクターとキャラクター・スピーク

4.1.　キャラクター現象

4.1.1.　日本のキャラクター・キャラ現象

2000年代の日本には、いわゆるキャラクターが溢れている。ポピュラー
カルチャー、特にマンガやアニメ作品には多くのキャラクターが登場し、全
国の自治体のキャンペーンのために誕生した「ゆるキャラ」が、メディアや
イベントに出没する。街には各種キャラクターの関連グッズが出回ってい
る。相原（2007）が著書『キャラ化するニッポン』で指摘するように、日本
の社会や文化にとってキャラクターは不可欠な存在となり、数々のキャラク
ターが人々の日常生活に深く浸透している。相原は、バンダイキャラクター
研究所が2004年に実施した1,210人を対象としたアンケートの結果を報告し
ているが、そこにもキャラクター人気が見てとれる。90.2％の回答者が好き
なキャラクターが少なくともひとつはあり、幼児の100％、小学生の98％
が、何らかのキャラクターグッズを持っていると答えたとのことである。
キャラクターグッズの所有率は、大学生が70％、30代の女性が99％、50代
の女性が83.6％、60代の女性が60％、という結果になっている。実に対象
者の79％が、何らかのキャラクター商品を所有しているのである。
キャラクターグッズだけでなく、「キャラクター」という概念それ自体が
メディアで使用されることも多い。例えば、バラエティ番組では、出演者は
キャラクターを確立することでその存在感を強調し、特にお笑いタレントの
場合はキャラとしての人気取りが必須となる。ネット社会でのキャラクター
の進出も否定できない。ボーカル・アンドロイドの初音ミクの人気は高く、
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第5章

日本語表現における 
主体・話者・話者複合論

本章では、日本語表現と話者がどのように関係しているかについて論じ
る。特に問題とするのは、日本語表現にコギト的な我が具現化せず、潜在す
る話者が間接的に、しかし重要な意味を持って表現されるという現象であ
る。それは江戸時代からの日本語の文法や談話への研究態度を方向付け、主
観性や間主観性という用語が言語学に登場する以前から、日本語学の伝統の
一部として認められてきた。日本語の姿と密接に関係する主体と話者につい
て、時代を遡りながら筆者の立場も含めて復習する。そして、本書の話者複
合論へ繋げていくことにする。

5.1.　陳述と潜在する主体

5.1.1.　江戸の国語学者と話者の心の声

話者をどう見ていたかを知るには、日本語研究がどうなされていたかを問
う必要がある。その観点には直接・間接に関わらず、話者をどう理解してい
たかを知るヒントが隠されているからである。
日本語の文法について深い洞察が加えられたのは、江戸時代になってから

である。ただそれは、体系的な言語論を構築することを意図していたわけで
はなく、あくまで和歌の注釈や制作のヒントのためであった。日本語学の出
発点が内省や思惟といった形而上学的なアプローチではなく、詩的なディス
コースの分析や解釈という手法にあったことは、言語哲学のあり方に大きな
影響を与えた。
江戸の国語学者のなかで大きな影響を与えたのは、富士谷成章と鈴木朖で
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第6章

ライトノベル： 
登場人物としての話者キャラクター

6.1.　はじめに：ライトノベルにおける会話部分のキャラクター・スピーク

本章では、ライトノベル作品の会話部分に焦点を当て、そのキャラク
ター・スピークを観察する。ライトノベルは、おもに男の子を対象とした娯
楽小説であるが、「ライトノベル」（または「ラノベ」）という表現がオタク
仲間だけでなく一般の人々にも知られるようになったのは、2000年代になっ
てからである。ライトノベルというレーベルの作品群の売り上げが伸びるに
従い、特に2004年から2005年にかけて、ライトノベルは出版業界でちょっ
としたブームになった（東2007）。1990年代前半から始まったオタクブーム
に支えられ、マンガ・アニメ・ゲームを中心とする日本のポピュラーカル
チャーに、確かな仲間入りを果たしたのである。ライトノベルは日本のポ
ピュラーカルチャー、サブカルチャー、オタク文化の流れの中で生まれた文
芸であり、それを消費するオタクは1990年以後の日本で、より顕著になっ
たポストモダンの文化を決定的なものとする役目を果たした。
ライトノベルが注目を浴びるに従い、ライトノベルとは何なのか、という

問いかけがなされるようになった。ライトノベルの作者でもある新城
（2006）は、ライトノベルを「キャラクターを素早く伝える方法としてイラ
スト等を意識し、キャラクターを把握してもらうことに特化してきた20世
紀末～ 21世紀における小説の手法」（2006: 203）であると定義している。一
方、ライトノベルに関する解説書や指南書を多く著している榎本は、『ライ
トノベル文学論』（2008）でライトノベルの定義として、（1）ライトノベル
レーベルから出版されていること、（2）マンガ・アニメ調のイラストを多用
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第7章

ケータイ小説： 
語りの方策と話者キャラクター

7.1.　はじめに：ケータイ小説における語り部分のキャラクター・スピーク

ケータイ小説とは、モバイルデバイスでの閲覧を前提にした専用ウェブサ
イトに掲載される文芸作品を指す。それは「携帯端末から小説を配信し、携
帯端末で読むという、新しいメディアを利用した小説配信の形式」（吉田
2008: 3）である。ケータイ小説の投稿・閲覧は「魔法のｉらんど」などの
ケータイ小説サイトを通して行われ、2000年頃から、中心ユーザーである
女子中高生（加えて20代、30代の女性）によって支持され続けている。ケー
タイ小説サイトで人気が出た作品は、ユーザーの希望もあり、単行本や文庫
として出版される。ケータイ小説ブームと言われた2007年には、トーハン
が発表した文芸書のベストセラーに、書籍として出版されたケータイ小説が
上位を占めて話題となった。本章で分析の対象となるケータイ小説は「モバ
イル機種を通して最初ケータイ小説サイト上にバーチャルに存在し、人気の
ある作品として紙の本として出版されるそのディスコース」（メイナード
2014: 1）である。
本章ではケータイ小説の語り部分を分析の対象とする。それはケータイ小

説が、語り手の告白を中心とした一人称の文芸だからである。前章で観察し
たライトノベルでは、登場人物のキャラクターやキャラが重要であるため、
会話部分に焦点を当てたのと対照的である。まず、ケータイ小説のディス
コースを概観することから始めよう。
7.1.1.　ケータイ小説の文体

2007年のケータイ小説ブームに続いて、ケータイ小説についての批評や
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第8章

トーク番組：おネエ言葉と話者複合性

8.1.　はじめに：言語と性差

本章では、第6章と第7章で書き言葉を分析してきたのと対照的に、テレ
ビやラジオのトーク番組の話し言葉に焦点を当てる。分析の視点として、
ジェンダー意識、特に性差を想起させるジェンダーバリエーションであるお
ネエ言葉を考察する。注1 おネエ言葉は、いわゆるおネエキャラクターを呼び
起こすキャラクター・スピークの一種である。それは同時にキャラ提示の
ツールとして、必ずしもおネエキャラクターと考えられていない話者によっ
ても使われる。
前者の例として、マツコ・デラックスのキャラクター・スピークを考察

し、後者としておネエ言葉をエンターテインメントの技法として使うことが
ある福山雅治の言語行為を分析する。マツコ・デラックスは、テレビ・ラジ
オのトーク番組やバラエティ番組に出演するだけでなく、エッセイストとし
ても著作があり、知名度の高いタレントで2014年に最も人気のあるおネエ
キャラクターとして選ばれている（Gooランキング 2013）。
一方、福山雅治は、シンガーソングライター、作曲家、俳優、写真家とし

て、そしてラジオ番組のパーソナリティーとして広く活躍している。特に興
味深いのは、ラジオ番組のひとつで、一時期、主婦雅子という女性キャラク
ターとして登場していたことである。それ以外でもふざけておネエ言葉を使
うことがなきにしもあらずで、そのバリエーションと主体・話者の関係を考
察することは有意義と思われる。本章の観察・分析・考察を通して、おネエ

注 1 広義のジェンダーバリエーションについては第 10章を参照されたい。
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第9章

テレビドラマ： 
フィクションとしての方言と話者複合性

9.1.　はじめに：方言の変遷と方言ドラマ

9.1.1.　方言の変遷：その価値の変化

本章はドラマにおける言語のバリエーションとしての方言が、話者とどの
ように関わっているかを理解することを目的とするのだが、そのためには、
標準語とコントラストしながら、方言に対する価値観やその変化について復
習する必要がある。注1

今からおよそ半世紀前には、方言は恥ずかしいものであり、その訛りを隠
すことに一生懸命だった時代があった。いわゆる「方言コンプレックス」
（柴田1958）である。井上（2000）によると、従来は標準語が文章・公的・高
い位置と関連付けられ、方言が口語・私的・低い位置と関連付けられたが、
明治以後は、方言撲滅、方言記述、方言娯楽という経過を辿り、方言はその
価値を高めてきたとのことである。さらに井上は1990年代には方言のメイ
ンストリーム化が顕著になり、方言イベント、方言コマーシャル、方言ドラ
マ、マンガのセリフや文学の方言使用などが否定し難いものとなり、エン
ターテインメントの世界にも方言を使うタレントが登場したと指摘する。確
かに方言は本書の他章の考察でも明らかなように、今やポピュラーカル
チャーに不可欠なバリエーションとなっている。

注 1 本章ではバリエーションという表現を標準語・共通語・方言などを含む言語の様相
やスタイルという意味で使う。また標準語は共通語と同義とし、東京言葉とは特に
東京で話されている言葉を強調する時に使うが、それは一般的に標準語と言われる
バリエーションに近いものと理解する。
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第10章

少女マンガ： 
浮遊するモノローグとキャラクター

10.1.　はじめに：少女マンガという世界

本章は少女マンガを分析の対象とする。マンガは自然会話ではないが、多
様な状況に置かれたコミュニケーションが描かれるのみならず、それぞれの
発話の背景となる人間関係が観察しやすいという利点がある。マンガには、
通常会話として相手に伝わらない内面が文字化されて表現されることも多
く、それらを分析することが可能になる。ただ、表現が大袈裟でマンガ的な
色彩が濃いことは確認しておくべきであろう。ポピュラーカルチャーとして
のマンガの言語が、実生活で交わされる日本語とどのような関係にあるかに
ついての詳細は、これからの研究を待たねばならない。
マンガの中で本章で特に注目するのは、少女マンガというジャンルであ

る。少女マンガは、特に1970年代から1980年代にかけて人気があり、1949
年頃に生まれた花の24年組と言われるマンガ家達（萩尾望都、大島弓子、竹
宮恵子など）が活躍した時代がその全盛期と言われる。1980年代以降、若い
女性がファッション誌の読者となっていくにつれて、マンガの愛読者は限定
されていったのだが、現在もいわゆる少女マンガやそれに類似するマンガは
出版され続けている。
少女マンガの特徴について、大塚（1994）は作品に描かれる内面の発見を

あげている。同様に難波（2001）も、少女マンガの特徴は、登場人物の内面
を表現するモノローグ形式にあるとしている。このような特徴に支えられた
少女マンガというジャンルは、登場人物の豊かな心情にアクセスすることを
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話者複合論と日本語発の言語哲学

11.1.　まとめ：キャラクター・スピークと複合的な話者

本研究では、言語における話者という概念について、その姿を幾つかの分
野の先行研究に探ることから始めた。そして、筆者が行った具体的な作業
は、ポピュラーカルチャーの五つのジャンルのディスコースの中から、話者
を洗い出すことであった。これらのジャンルは豊かな言語のバリエーション
やスタイルに彩られていて、そこには幾多のキャラクターやキャラの存在が
認められる。そして結論を言えば、従来の話者の概念を覆し、思惟に基づく
我から言語行為をする話者へ、基軸として存在する我から場における経験に
よって初めて感じられる話者へ、孤立した我から間主観的な場所的な話者
へ、単一的な我から複数のキャラクターやキャラを内包した複合的な話者
へ、という論理を提唱する。この立場は確かに言語学への根本的な挑戦であ
る。多くの言語理論が想定してやまない前提としての話者を否定するのであ
るから、言語理論の根本を覆すことになり、確かにそのような行為は穏当で
はないとの判断がなされるのも当然であろう。しかし、筆者は本書で、具体
的に観察・分析・考察した日本語の姿に基づいて話者複合論を提唱する。日
本文学や文化に関する評論や哲学を含む言説が、多くの場合思索のみに基づ
き具体的な分析に欠けるのと対照的に、本研究では多くの実例を考証したの
であって、言語哲学として説得力のあるアプローチとなっているものと思
う。
そこで、最終章である本章では、まず、本研究のまとめから始めたい。第

6章では、ライトノベルの会話部分に創造的に使われるバリエーション（若
者言葉、廓言葉、戦国時代の侍のような言葉、能天気な口調など）を観察




